
 

 

 

令和６年５月１０日（金） 

 

  
両国の国旗を設置 授業体験①  折り紙のコマ作成 

  
授業体験②  英語でグループ交流 部活動体験① 書道体験（書道部） 

  

部活動体験② 茶道体験（茶華道部） 最後に記念撮影 

 

大垣市フレンドリーシティ交流事業の一環で、５月１０日にベルギー・ナミュール市高校生訪問団が大垣南高

校を訪問し、ベルギー高校生と本校の高校生同士の交流が行われました。最初の授業体験は保育の授業で、一

緒に折り紙でコマを作りました。最初は緊張していた本校生徒でしたが、すぐに打ち解け、お互いに英語でコミュニケ

ーションをとりながら、どのグループもコマを完成させました。授業が終わる頃にはすっかり仲良くなり、談笑している様

子が印象的でした。ベルギー高校生は、昼休みからは生徒会執行部の生徒達の教室に分かれて入り、授業体

験、SHR、掃除等の体験をしました。本校の生徒達も積極的に話しかける様子があちらこちらで見られ、国や言語

は違っても、同じ高校生同士共通点が多くあり、仲良くなることができると強く感じている様子でした。 

放課後は、部活動体験として、茶華道部と書道部の協力のもと、茶道体験と書道体験をしました。ここでもお

互いに懸命にコミュニケーションをとろうとする姿が見られ、ベルギー高校生だけでなく、本校の生徒も大いに刺激を

受けていました。訪問を終えて、本校を去るときには生徒会執行部をはじめ、多くの本校生徒が見送りに来ました。

一日だけの訪問でしたが、最後はお互いに本当に名残惜しい様子で、国際交流の点においても、本校生徒達の

学びにおいても意義のある一日となりました。本校の生徒の中には、次はいつこのような機会があるのか、と今から楽

しみにしている生徒も多く見られました。 

 

 

 

２，３年生の拍手で新入生を迎えた後の、前期生徒会の認証式では、生徒会長をはじめ、役員が認証状を

授与されました。そして、校長先生の激励のお話の後に、代表生徒が、「学校を明るくし、受験生を応援できるよう

取り組んでいきますので、どうぞよろしくお願いします。」と力強く宣言しました。 

その後の対面式では、生徒会長の歓迎の言葉に続き、新入生代表により、「伝統ある大垣南高校の一員としての

自覚と誇りを持ち、自立した南高生活を送れるよう心掛けます。」と誓いを含めた挨拶が行われました。 

挨拶を述べた２人が固く握手をした後には、生徒会による学校の紹介と、夏に行われる「清流の国ぎふ総文祭

2024」の実行委員を務めている生徒からの PR が行われました。 


